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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第５区分
【発行日】平成28年9月15日(2016.9.15)

【公開番号】特開2015-231818(P2015-231818A)
【公開日】平成27年12月24日(2015.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-081
【出願番号】特願2014-119944(P2014-119944)
【国際特許分類】
   Ｂ６０Ｒ  21/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２８Ｄ
   Ｂ６０Ｒ   21/00     ６２１Ｃ
   Ｂ６０Ｒ    1/00     　　　Ａ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｊ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　車両で用いられ、
　前記車両のドライバに向けて報知を行う報知部（７２）を備える運転支援装置であって
、
　前記車両を、対象とする駐車領域に進入させる運転時、及び前記駐車領域から発車させ
る運転時の少なくともいずれかである駐車領域周辺運転時に、前記駐車領域周辺の現在の
障害物の配置を取得する配置取得部（６１）と、
　前記配置取得部で取得した前記駐車領域周辺の過去の障害物の配置を記憶している配置
記憶部（６６）と、
　今回の前記駐車領域周辺運転時よりも過去の前記駐車領域周辺運転時に前記配置記憶部
に記憶された過去の障害物の配置と、今回の前記駐車領域周辺運転時に前記配置取得部で
取得した現在の障害物の配置との差異をもとに、前記駐車領域周辺における定常的でない
障害物を特定する障害物特定部（７０）とを備え、
　前記報知部は、前記障害物特定部で特定した定常的でない障害物の存在を示す旨の報知
を行うことを特徴とする運転支援装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の運転支援装置は、車両で用いられ、車両のドライバに向けて報知を行う報知部
（７２）を備える運転支援装置であって、車両を、対象とする駐車領域に進入させる運転
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時、及び駐車領域から発車させる運転時の少なくともいずれかである駐車領域周辺運転時
に、駐車領域周辺の現在の障害物の配置を取得する配置取得部（６１）と、配置取得部で
取得した駐車領域周辺の過去の障害物の配置を記憶している配置記憶部（６６）と、今回
の駐車領域周辺運転時よりも過去の駐車領域周辺運転時に配置記憶部に記憶された過去の
障害物の配置と、今回の駐車領域周辺運転時に配置取得部で取得した現在の障害物の配置
との差異をもとに、駐車領域周辺における定常的でない障害物を特定する障害物特定部（
７０）とを備え、報知部は、障害物特定部で特定した定常的でない障害物の存在を示す旨
の報知を行うことを特徴としている。
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